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政
令
第
百
二
十
四
号

防
衛
省
組
織
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
国
家

行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
一
条
第
四
項
、
自
衛
隊
法
（

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
条
の
二
第
一
項
第
六
号
、

十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）

第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
職
の
職
員
の
給

第
十
一
条
の
三
第
一
項
、
同
法

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律

与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
十
三
条
第
二
項
並
び
に

第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
防
衛
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

防
衛
省
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
三
の
見
出
し
中
「
報
道
官
」
の
下
に
「
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一

項
中
「
及
び
審
議
官
七
人
」
を
「
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官
一
人
及
び
審
議
官
六
人
」
に
改
め
、
同
条

中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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５

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官
は
、
命
を
受
け
て
、
防
衛
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
い
う
。
）
の
確
保
並
び
に
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
並
び
に
こ
れ
ら
と
併
せ
て
行
わ
れ
る
事
務
の
運
営
の

改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
並
び
に
関
係
事
務
を
総
括
整
理
す
る
。

第
十
九
条
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。

第
二
十
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

国
際
機
関
及
び
外
国
の
行
政
機
関
そ
の
他
の
機
関
と
の
渉
外
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
四
条
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
各
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
号
及
び
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
三
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

装
備
品
等
の
標
準
化
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
七
十
六
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
す
る
。

第
百
九
十
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

装
備
品
等
の
標
準
化
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。
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第
二
百
一
条
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
す
る
。

附
則
第
三
項
中
「
附
則
第
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
項
を
削
る
。

附
則
第
六
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
五
項
と
し
、
附
則
中
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、
第
八

項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
一
条
の
五
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

四

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。
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第
三
条
第
二
項
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
項
を
削
り
、
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、
第
八

項
を
第
七
項
と
し
、
第
九
項
を
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
「
又
は
教
育
職
俸
給

表
㈡
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
中
第
十
一
項
を
第
十
項
と
し
、
第
十
二
項
を
第
十
一
項
と
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
百
分
の
三
十
）
」
を
「
百
分
の
二
十
七
・
五
）
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
六
第
一
項
第
三
号
中
「
別
表
第
六
ロ
教
育
職
俸
給
表
㈡
、
」
を
削
る
。

第
二
十
七
条
第
四
号
中
「
第
三
条
第
十
二
項
」
を
「
第
三
条
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

「
報
道
官

別
表
第
三
本
省
内
部
部
局
の
項
中
「
報
道
官
」
を

に
改
め
、
同
表
航
空

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官
」

混
成
団
司
令
部
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

航
空
混
成
団
司
令

航
空
混
成
団
司
令
部

航
空
混
成
団
副
司
令

一
種

幕
僚
長

「

教
育
職
俸
給
表
㈠

四
級

八
〇
、
二
〇
〇
円

六
一
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別
表
第
四
の
四
種
の
項
中

三
級

六
六
、
三
〇
〇
円

四
七

教
育
職
俸
給
表
㈡

二
級

六
四
、
一
〇
〇
円

四
四

、
四
○
〇
円

「

、
六
○
〇
円

を

教
育
職
俸
給
表
㈠

四
級

八
〇
、
二
〇
〇
円

六
一
、
四
〇

、
八
○
〇
円

」

〇
円

に
改
め
る
。

」

「

業
務
一
日
に
つ
き
二
千
円
（
当
該

自
衛
隊
法
第
九
十
三
条
第
二
項
に
お

業
務
が
特
に
困
難
な
作
業
で
心
身

い
て
準
用
す
る
海
上
保
安
庁
法
第
十

に
著
し
い
負
担
及
び
緊
張
を
与
え

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検

る
と
防
衛
大
臣
が
認
め
る
場
合
に

査
に
関
す
る
業
務
（
特
別
警
備
業
務

あ
つ
て
は
、
当
該
額
に
そ
の
百
分

及
び
特
別
警
備
隊
員
輸
送
業
務
を
除

の
五
十
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し

く
。
）
若
し
く
は
海
賊
対
処
立
入
検

た
額
）

査
業
務
（
特
別
海
賊
対
処
業
務
及
び
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特
別
警
備
隊
員
輸
送
業
務
を
除
く
。

別
表
第
五
海
上
警
備
等
手
当
の
項
中

）
の
う
ち
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も
の

に
従
事
す
る
職
員
又
は
重
要
影
響
事

態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査

活
動
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年

法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
基

づ
く
船
舶
検
査
活
動
の
う
ち
、
船
舶

に
乗
船
し
て
の
検
査
、
確
認
の
業
務

に
従
事
す
る
職
員

」

「

業
務
一
日
に
つ
き
二
千
円
（
当
該

自
衛
隊
法
第
九
十
三
条
第
二
項
に
お

業
務
が
特
に
困
難
な
作
業
で
心
身

い
て
準
用
す
る
海
上
保
安
庁
法
第
十

に
著
し
い
負
担
及
び
緊
張
を
与
え

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検

る
と
防
衛
大
臣
が
認
め
る
場
合
に

査
に
関
す
る
業
務
（
特
別
警
備
業
務
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あ
つ
て
は
、
当
該
額
に
そ
の
百
分

及
び
特
別
警
備
隊
員
輸
送
業
務
を
除

の
五
十
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し

く
。
）
若
し
く
は
海
賊
対
処
立
入
検

た
額
）

査
業
務
（
特
別
海
賊
対
処
業
務
及
び

特
別
警
備
隊
員
輸
送
業
務
を
除
く
。

）
の
う
ち
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も
の

に
従
事
す
る
職
員
又
は
重
要
影
響
事

態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査

を

活
動
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年

に
改
め
る
。

法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
基

づ
く
船
舶
検
査
活
動
の
う
ち
、
船
舶

に
乗
船
し
て
の
検
査
、
確
認
の
業
務

に
従
事
す
る
職
員

業
務
一
日
に
つ
き
千
百
円
（
当
該

自
衛
艦
に
乗
り
組
ん
で
行
う
我
が
国
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業
務
が
特
に
困
難
な
作
業
で
心
身

の
防
衛
に
資
す
る
情
報
の
収
集
の
た

に
著
し
い
負
担
及
び
緊
張
を
与
え

め
の
活
動
で
あ
つ
て
、
そ
の
困
難
性

る
と
防
衛
大
臣
が
認
め
る
場
合
に

を
考
慮
し
て
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も

あ
つ
て
は
、
当
該
額
に
そ
の
百
分

の
に
従
事
す
る
乗
組
員

の
五
十
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し

た
額
）

」

別
表
第
八
教
育
職
俸
給
表
㈡
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


